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2024年 1月期第 2四半期連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2023年５月 12日に公表いたしました 2024年１月期（2023年４月１日～2024年１月 31日）

の第 2 四半期連結業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいた

します。 

なお、当社は 2023年６月 29日に開催された第 50期定時株主総会で、「定款一部変更の件」が承認

されたことを受けて、2024年１月期より決算日を３月 31日から１月 31日に変更いたしました。 

 

記 

 

１.2024年 1月期第 2四半期（累計）連結業績予想値と実績値との差異（2023年４月１日～2023年９

月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 3,523 94 97 56 10.61 

実績値（Ｂ） 3,512 121 129 81 15.37 

増減額（Ｂ－Ａ） △10 27 32 25  

増減率（％） △0.3 29.8 33.2 45.8  

(ご参考)前期第 2四

半期実績（2023年 3

月期第 2四半期） 2,935 △29 △60 △73 △13.87 

 

２．差異の理由 

2024年 1月期第 2四半期連結累計期間につきましては、新型コロナウイルス感染症の行動制限が緩

和され、経済活動の正常化を背景に、来店客数は着実に回復傾向が強まり、値上げ効果も相まって、

売上高が堅調に推移しました。 

一方で損益面につきましては、粗利益高の最大化に向けた原価管理の徹底、及び人時客数の管理に

よる労務費の適正化などによって収益性の向上を図ることができました。 

なお、2023年５月 30日に公表いたしました 2024年１月期通期業績予想は、原材料の仕入価格の高

騰やエネルギー価格、人件費の上昇などのあらゆるコスト上昇圧力は依然として継続しており、景気

の先行きは不透明な状況にあることから、業績を慎重に見極め、修正の必要が生じた場合には、速や

かに開示いたします。 

以 上 


